
新たな高知県史【古代・中世編】の編集について

R6.6 高知県史編さん古代・中世部会

高知県史編さん事務局

第１ 課題と目指す方向性（編集の前提）

１ 前回県史の項目と課題

○ 前回県史の古代編は、編年で大和（古墳・飛鳥）～奈良～平安時代の「政治」

「経済」「社会」に関する項目を取り扱い、「文化」について別に一章を立てて

記述する。

○ 前回県史の中世編は、編年で鎌倉～南北朝～室町戦国～長宗我部時代の「政

治」「経済」「社会」「文化」に関して記述する。

（別添『高知県史』古代中世編(昭和 46(1971)年刊行)を参照）

古代編

【政治】 【経済・社会】

○国造 ○条里

○律令制 ○南海道

○国府、紀貫之 ○延喜式(産物)

○古代荘園、封戸

中世編

【政治】 【経済・社会】 【文化】

○源平の争乱、南北朝内乱 ○荘園 ○絵画、書跡

○守護領国制 (大忍荘、幡多荘…) ○吸江、津野、一条

○地頭、国人 ○貨幣、村落 ○南学の発祥

(香宗我部氏、津野氏) ○足摺信仰、四国遍路、

○戦国諸豪族、土佐一条氏 伊勢参宮

○長宗我部氏の軍事行動、 ○廻船大法、南海路

職制、掟書、検地

※古代編・中世編を通じて取り上げている項目

【政治】○国司 ○配流(流人)

【文化】○神社、寺院 ○美術(建築、彫刻、工芸)

○ 前回県史の資料編については、古代編には高知県庁で作成された謄写本や

編さん当時公刊されていた史料集から収集した史料を編年体にまとめて収載

し、中世編には『土佐国蠧簡集』ほかの近世に編さんされた史料集を基本史料

として掲載する。巻末には「花押・印章一覧」「索引」を収録。



○ 課題

（１）土佐国内史が中心であった

（２）取り扱う分野に偏在があった

・政治史、土地関係史（条里・荘園）に比重が置かれる

（３）前回県史から研究が進んだ分野の成果、新たな歴史的課題の取り込

みが必要

（４）高知の特色ある視点が充分に反映されていない

（５）資料編は、前回県史編さん時における公刊史料集（古代編）や近世

編さん史料集（中世編）から収集した史料を掲載している

・原史料調査を十分行えていない

２ 新たな県史で目指す方向性

（１）日本史全体の流れの中に土佐を位置づける、分野の偏在の解消

・中央政権や他地域との関係などが分かる史料の調査（県内外）

・社会史、経済史、宗教史に関係する史料の調査

・東洋史や西洋史との接続を意識した海外関係史料の調査

（２）研究が進んだ分野の成果、新たな歴史的課題の反映

・対外関係史、社会史、流通史、宗教史、荘園史、地下文書研究、

地名研究、戦国大名（領主）論、豊臣大名論、災害史など

（例）対外関係史… 対外戦争（白村江、朝鮮出兵）に関する史料調査

災害史…白鳳地震、明応地震の災害に関する史料調査

（３）高知県の特色ある視点の反映

（例）材木… 材木流通（「兵庫北関入船納帳」など）に関する調査

宗教… 吸江庵と禅宗文化、補陀落渡海に関する調査

都鄙関係… 一条氏と幡多荘、一条氏の下向とその後

地下文書の豊かな残存… 荘園復元研究・村落論の展開

南学の系譜をひく近世研究者による中世史料の大規模収集事業の検証

（４）高知県の古代・中世史に関する悉皆的な史料調査の実施

・前回県史史料編の収載史料の見直しと、収載漏れ史料のデータ収集

・伝来する原本史料について、詳細調査の遂行とテキスト校訂の徹底

・写本類等に収載された中世史料写につき、厳密な考証にもとづく原態復元

・県外所在関連史料の徹底的渉猟

・棟札、銘文、奥書など文化財に刻まれた文字についても調査

・文学史料や宗教史料の徹底的集成

・長宗我部氏関連史料は、県外における活動を証する史料も適宜収集



〔参考：取り扱う項目のイメージ図〕

＜前回の県史＞ ＜新たな県史＞

３ 新たな県史の目指す姿と進捗管理

○ 基本的な項目だけではなく、新たな項目を踏まえた資料調査の成果、また資

料調査の成果から新しく描き出される項目を加えることにより、県民の歴史

への理解と郷土への愛着を深めることにつながる新たな高知県の歴史の提示

を目指す。

○ 刊行までのスケジュールは、当面は「資料編」の刊行が中心となるため、編

集開始までに採録される資料調査に目処をつけ、編さん計画に基づき３年間

の編集期間へ経て各「資料編」を発刊する。

○ スケジュールは、専門部会での作業確認や編集委員会への報告、事務局によ

る作業の個別管理などにより、進捗に遅れが生じないよう適切に管理してい

く。

基本的な項目
基本的な項目

日本史全体の視点、進展した研究

の成果、新たな歴史的課題

高知の特色ある視点

政治
文化経済・社会 政治経済・社会 文化

分野バランスに

配慮する

分野に偏在

があった

地域に偏在があった 地域バランスに配慮する



第２ 編集の基本的な方針

（１）古代・中世編が対象とする時代は、原則として原始(旧石器時代)から長宗

我部氏土佐出国(慶長５(1600)年)までとし、本県の古代・中世期の特色やあ

ゆみが理解しやすい構成とする。

（２）掲載する項目は特定の分野に偏ることなく、政治や経済・社会、文化など

の様々な分野をバランスよく取扱い、本県古代・中世期の全体像を捉えるこ

とができる内容とする。

また、遺跡や遺物、文化財にも目配りするため、考古部会や文化財部会と

の連携を図り、合同で調査や内容の検討を行いながら、文献史学の成果に偏

らない記述を心掛ける。

（３）古代・中世編では、全国的にも注目される時代や分野（例えば長宗我部氏

など）を取り扱うだけでなく、近年研究が進んだ分野（対外関係史や社会史、

流通史、豊臣大名論など）の史料調査も積極的に実施し、現在の日本史学に

おける研究水準と成果を反映することを目指す。

（４）前回の高知県史以降に得られた最新の調査・研究の成果を充分に反映させ

るとともに、悉皆的な調査により新たな歴史資料の発掘に努める。

また、本県の古代・中世史に興味を持つあらゆる人々が、自らの学習・調

査をする際に活用できるように配慮して、本編及び資料編を構成する。

（５）歴史資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画して

もらい、今後の本県の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さん

を行う。













新たな高知県史【近世編】の編集について

R5.8 高知県史編さん近世部会

高知県史編さん事務局

第１ 課題と目指す方向性（編集の前提）

１ 前回県史の項目と課題

○ 前回の県史の近世編は、「政治」「社会・経済」「文化」に関する基本的な項目

を取り扱った。（別添『高知県史』近世編(昭和 43(1968)年刊行)を参照）

【政治】 【社会・経済】 【文化】

○藩政 ○地域社会 ○学問、教育

（支配・法制、改革、幕藩関係…）（農村、漁村、山村…） ○宗教、思想

○財政 ○経済活動 ○文学

○身分（郷士、村役人、被官…） ○産業

○ 課題

（１）分野や地域に偏在があった

・社会経済史に比重が置かれ、政治史の扱いが薄かった

・「資料編」は旧野根村の史料のみ掲載されていた（山内家資料は掲載

されず）

（２）新たな歴史的課題や、全国的な視点が反映されていない

（３）高知の特色ある視点が充分に反映されていない

２ 新たな県史で目指す方向性

（１）分野や地域の偏在の解消

＜分野＞ 政治史に関する史料の重点調査

・主要な３つの武家文書群を重点的に調査

山内家資料：大名（高知城歴史博物館蔵）

五藤家文書：土居付き家老（安芸市立歴史民俗資料館蔵）

加賀野井家資料：後に家老（高知市民図書館蔵）

＜地域＞ 各市町村へ史料の所在調査 ⇒ 地域の偏在がないよう調査、掲載

（２）新たな歴史的課題、全国的な視点の反映

（例）「生活」… 武家、町人、百姓等の生活実態がわかる日記や農事録等の調査

「女性の役割」… 女性の日記、書翰、葬送記録等の調査

「環境」… 植林関係、入会地の管理等に関する調査



（３）高知の特色ある視点の反映

（例）「災害・防災」… 火事、風水害、地震・津波など災害に関する調査

「海防」… 異国船や漂流船対応、沿岸の防備体制に関する調査

「宗教（四国遍路など）」… 四国遍路や廃仏毀釈に関する調査

（４）日本史学における研究成果の反映

（例）全国的に進展している藩に関わる研究の成果を、資料調査や編集に活用

〔参考：取り扱う項目のイメージ図〕

＜前回の県史＞ ＜新たな県史＞

３ 新たな県史の目指す姿と進捗管理

○ 基本的な項目だけではなく、新たな項目を踏まえた資料調査の成果、また資

料調査の成果から新しく描き出される項目を加えることにより、県民の歴史

への理解と郷土への愛着を深めることにつながる新たな高知県の歴史の提示

を目指す。

○ 刊行までのスケジュールは、当面は「資料編」の刊行が中心となるため、編

集開始までに採録される資料調査に目処をつけ、編さん計画に基づき３年間

の編集期間へ経て各「資料編」を発刊する。

○ スケジュールは、専門部会での作業確認や編集委員会への報告、事務局によ

る作業の個別管理などにより、進捗に遅れが生じないよう適切に管理してい

く。

基本的な項目
基本的な項目

新たな歴史的課題、全国的な視点

高知の特色ある視点

政治 文化社会経済 政治 社会経済 文化

分野バランスに

配慮する分野に偏在

があった

地域に偏在があった 地域バランスに配慮する



第２ 編集の基本的な方針

（１）近世編が対象とする時代は、原則として土佐山内氏の入国(慶長５(1600)

年)から高知藩の廃藩(明治４(1871)年)までとし、本県の近世期の特色やあ

ゆみが理解しやすい構成とする。

（２）掲載する項目は特定の分野に偏ることなく、政治や社会・経済、文化など

の様々な分野をバランスよく取扱い、本県近世期の全体像を捉えることが

できる内容とする。

また、本県が歩んできた｢一国＝一藩＝一県」の歴史的特性を踏まえつつ、

一方で土佐一国のうち各々の地域性にも注目し、地域の視点を大切にした記

述を心がける。

（３）近世編では、全国的にも注目される時代や分野（例えば幕末期、災害と防

災など）について取り扱い、本県の近世史の特色のみならず、現在の日本史

学における研究水準と成果を反映することを目指す。

（４）前回の高知県史以降に得られた最新の調査・研究の成果を充分に反映させ

るとともに、悉皆的な調査により新たな歴史資料の発掘に努める。

また、本県の近世史に興味を持つあらゆる人々が、自らの学習・調査をす

る際に活用できるように配慮して、本編及び資料編を構成する。

（５）歴史資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画して

もらい、今後の本県の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さん

を行う。



新たな高知県史【近代編】の編集について

R6.7 高知県史編さん近代部会

高知県史編さん事務局

第１ 課題と目指す方向性（編集の前提）

１ 前回県史近代編（通史）の項目と課題

○ 前回の県史近代編は、「政治史」の流れを中心とし、断片的に「経済史」「社

会史」に分類される項目を折り込み、編年体に近い形式が採用されていた。

（後掲『高知県史』近代編目次(1970 年刊行)を参照）

【政治】 【経済】 【社会】

○県政の成立 ○昭和初期の政治 ○明治大正の経済 ○明治の社会

○自由民権運動 ○昭和の戦争 ○戦時経済 ○大正の社会

○日清日露戦争 ○昭和初期の社会

○大正期の政治

○ 課題

（１）分野や地域に偏在があった

・政治史中心で経済史、社会史、文化史が薄かった。

・県下を網羅する発想に欠けており、地域社会の実情が反映されていなかった。

・農林水産業や鉱工業の扱いが小さかった。

（２）新たな歴史的課題への対応。

（３）高知の特色ある歴史的事象が充分に反映されていなかった。

２ 新たな県史の目指す方向性

（１）分野や地域の偏在の解消

＜分野＞ 新たな資料の発掘

・役場資料・公民館資料

・県内企業や経済団体が保管してきた資料

・農林水産業関連資料

・学校資料・社会教育関係資料

・宗教関連資料

・兵事資料

・文化団体資料

・衛生・救恤資料

・移民関係資料

＜地域＞ 地域の偏在がない調査

・全市町村の悉皆的調査



（２）新たな歴史的課題の反映

・環境

・人権

・国際交流

（３）高知の特色ある視点の反映

・「災害・防災」… 風水害、地震・津波

・「民権と反民権」

・「宗教」… 四国遍路、廃仏毀釈、教派神道

・「部落問題」…改善融和運動と解放運動

・「社会運動」…労働運動、農民運動、社会主義運動

・「藩主家と家老家」…政治的関わり、経済的関わり、文化的関わり

・「修史事業」…土佐図書倶楽部、土佐史談会

・「地域の近代」…幡多、安芸、嶺北、高吾北

３ 新たな県史の目指す姿と進捗管理

○ 悉皆的、重層的な資料調査の成果を踏まえ、そこから導き出される歴史的課

題を丹念に拾い出し、県民が郷土への愛着を深めることにつながる新たな高

知県の歴史の提示を目指す。

○ 刊行までのスケジュールは、当面は「資料編」の刊行が中心となるため、編

集開始までに採録される資料調査に目処をつけ、編さん計画に基づき３年間

の編集期間へ経て各「資料編」を発刊する。

○ スケジュールは、専門部会での作業確認や編集委員会への報告、事務局によ

る作業の個別管理などにより、進捗に遅れが生じないよう適切に管理してい

く。

第２ 編集の基本的な方針

（１）近代編が対象とする時代は、原則として高知県の発足(明治４(1871)年)か

ら第２次世界大戦における敗戦(昭和 20(1945)年)までとし、県民が本県近

代社会の形成とその推移、その特色について理解を深められるように配慮

する。

（２）丹念な調査を心掛け、政治、経済、社会、文化の各分野から幅広く資料を

収集し、掲載項目のバランスにも配慮して、高知県の近代社会の推移が県民

によりよく理解されるような編集を目指す。

（３）注目の集まる土佐の自由民権運動については、反民権派の活動にも配慮す



るとともに、幕末維新期からの流れや後世への影響にも注目し、一定の紙面

を割いてその特色が十分理解される内容を目指す。

（４）自由民権運動とともに関心の高い維新期の扱いについては、近世部会と合

同で特に「維新班」という作業部会を設けて、時代を多角的に描く。

（５）悉皆的な調査により、新たな歴史資料の発掘に努める。また高知県の歴史

に関する最新の研究成果を反映させ、これからの研究者や、高知県の近代史

に関心を持つ人々に研究材料を提供できる近代資料編及び本編を目指す。

（６）歴史資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画して

もらい、今後の本県の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さん

を行う。













新たな高知県史【現代編】の編集について

R6.8 高知県史編さん現代部会

高知県史編さん事務局

第１ 前回の『高知県史』の成果と課題

（１）前回の『高知県史』のなかでの現代史の位置づけ

前回の『高知県史』における現代史に関する記述は、｢近代編」(1970 年刊)

の中で２章を設けて記述されている。1945 年(昭和 20 年)の終戦から南海大

地震、農地改革や大学設置及び市町村合併を中心として、1967 年(昭和 42

年)の四国総合開発における国道Ｖルート(32 号線・33 号線)の開通までが記

述されている。

【参考】『高知県史近代編』における現代史に関する構成

第 11 章

第９節 終戦と高知県

第 12 章

第１節 新憲法と高知県、第２節 南海大震災、第３節 復旧と経済再建、

第４節 農地改革、第５節 高知大学と女子大学、第６節 高知空港、

第７節 市町村合併、第８節 四国総合開発への道

（２）今回の『高知県史』「現代編」に向けての課題

前回の県史においては、次のような課題が残された。

① 対象とした時代が昭和 40 年代までであり、半世紀あまりが経過した現

在、新たな時代を含めた記述が必要とされている。

② 主たる時代は「近代」（高知県の設置から終戦まで）を対象としたため、

近代の補足的な位置づけにとどまっており、具体的内容や分量も少ない。

② 前回の近代編は政治・行政的な記述に比重が置かれたため、現代でも

行政の変遷や地域開発などに主眼が置かれ、社会・経済・文化などの領

域の記述が手薄であり、県民のくらしなどの記述は今後の課題として残

されている。



第２ 基本的な編集方針と目標

1 新たな『高知県史』「現代編」の編集方針

前項に見られる前回県史の成果と課題を踏まえたうえで、新たな『高知県史』

では、本県の現代史について次のような基本的方針と目標を掲げて、編さんを進

めていく。

（１）「現代編」の発刊

終戦から間もなく 80 年が経過しようとする現在、いまを生きる県民の生活

に直接関わるような様々な出来事が数多く繰り広げられた。それらの資料は

膨大に存在するが、可能な限り必要な調査を進め、次の世代に残していく必要

がある。

これら戦後の高知の歩みを振り返り、丁寧に調査・記録化するために、新た

に「現代編」（資料編３巻、本編１巻）を発刊する。

（２）「県民のくらし」を視点においた編集

部会発足後の現地訪問によるフィ―ルドワークを行い、聞き取りと資料調

査を重ねるなかで、地域の人びとがかかわってきたくらしのさまざまな輪郭

が見えてきており、市町村(地方自治体)、地域団体など、くらしを支える多様

な担い手の役割がとても重要であると部会内で協議している。

｢くらし｣は、高知県史編さん基本方針に掲げられている方針でもあり、ここ

では、高知県の現代を明らかにする総合的・包括的な視点として設定したうえ

で、編集を進める。

（３）高知の現代史の特色を提示し探求する

前段に掲げる県民の「くらし」の視点から本県の現代史を整理し、特に特徴

的な主題を捉えたうえで、丁寧に資料調査を実施し、資料編と本編（通史編）

へ重点的に記載することとしたい。

○現時点の議論テーマ

地域開発・過疎・移住(移民)・災害・自然環境・教育文化など

（４）多角的な資料調査の実施

以上、県民の「くらし」を軸とし、特色的な主題を記述するため、資料調査

と編集にあたり、次の視点を大切にする。

① 前回の県史では、県議会議事録や高知新聞社説などを資料として活用し

ているものの、その他の資料は充分に取り上げられていなかった。



今回の県史では、オーテピア高知図書館及び県立公文書館の資料を「現

代編」全体の基礎的資料として位置づけ、十分に活用できるよう入念に調

査を実施する。

またそのほか、県内各地における自治体公文書・議会資料や公文書以外

の地域の資料の存在を確認しつつあり、こうした資料の発掘、調査を精力

的に実施する。

② 県政関係の資料だけではなく、県内には自治体や企業、経済団体及び市

民グループが作成してきた資料など、多種多様な資料が残されている。そ

の多くの資料を調査するため、部会発足後、３ケ年の調査期間を設定して

おり、継続的及び網羅的な調査を実施し、本県の現代史の特徴が分かるよ

うな資料が掲載できるようにする。

③ 県内の歴史資料だけではなく、広く県外においても資料調査を行い、県

域全体における県民のあゆみを明らかにする。

例えば、県民の移住先として割合の多い関西地域における県民の動きと、

遠洋漁業による県外の漁業基地、また、いわゆる出稼ぎ労働による県民の

動きなどを見るために、県外の県人会や本県にゆかりのある企業・団体な

どを精力的に調査することで、なぜ県外へ出て、故郷とどうつながってき

たのかを記述することで、戦後以降の本県が抱えた過疎問題を中心に、県

民の動態を明らかにする。

２ 現代編編集の目標

以上のような編さん作業の実践とそれによる諸課題の解決を目指していくこ

とが、新たな県史現代編の目標となる。その上で、以下の点に留意したいと考え

る。

（１）現代編が対象とする時代は、原則として戦後(1945 年)からとし、本県現

代社会の形成とその推移、その時代的、地域的特色について、県民の理解が

より深まるように心がける。

（２）現代部会として、計画的な調査を実施し、政治・行政、産業・経済、くら

し、教育・文化、自然・環境の各分野から幅広く資料を収集し、掲載事項や

地域のバランスにも篤く配慮し、県民のくらしが分かるような資料編集を

目指す。

（３）網羅的な調査により、県民や県内外の研究者に対して、収集した諸資料を

基盤的データとして活用できるよう、行政側だけでなく立場の偏りのない

資料の収集に努めていく。



（４）資料調査や編集のなかで、できるだけ多くの県民や団体の協力を求め、こ

れまでの県内の自治体史編さんの成果に学び、他方で今後の歴史調査・研究

を担える人材の育成を重視した編さんを行う。

第３ 刊行計画と進捗管理

（１）現代部会では、「資料編」第 1巻を令和 10(2028)年、第２巻を同 13(2031)

年、第３巻を同 17(2035)年に刊行する計画である。またこれに続いて、「本

編(通史編)」を令和 21(2039)年に刊行する。

（２）この長期にわたる刊行スケジュールは、当面は「資料編」３冊の刊行が目

標となる。資料編の構成や資料の採録方針、編集の円滑な進め方などを協議

しつつ、刊行計画が進むように努める。

（３）スケジュールは、現代部会の中でたえず確認しつつ、またその進捗状況を

編さん編集委員会へ報告し、他方で編さん事務局による作業の個別管理な

どにより、遅れが生じないよう適切に管理していく。



新たな高知県史【考古編】の編集について

R7.4．9 高知県史編さん考古部会

高知県史編さん事務局

第１ 抽出した課題とそこから目指す方向性（編集の前提）

１ 現行の高知県史考古編における項目と課題

○現行の『高知県史考古編』は、先土器時代・繩文時代・弥生時代・古墳時代・

有史時代の５つの章に分けて記述された。

とりわけ繩文時代から古墳時代の章においては、その冒頭で各時代の総括的

な時期区分を示した後に高知県の土器編年、つまり土器に見られる個性の序列

と時間差が整理された。それに引き続き、各時代や段階について、高知県独自の

文化や様相に焦点を当てながら記述されている。

このことは、地方や地域には独自の文化や個性といったものがあるというこ

とを明示したといえ、大変高い意義があったと評価することが出来る。

○しかし、刊行されてから 56 年が経過しているため、刊行後の埋蔵文化財調査

や研究の成果を含める必要がある。

高知県は、山地が圧倒的に多く、東西に広い。東は、海からすぐに山に向かう

地形が多いのに対し、中央から西では四万十川や仁淀川のほか、物部川や吉野川

といった一級河川が山間を縫い、河岸段丘をいたるところに形成しながら流れ、

太平洋または瀬戸内海に注ぎ込んでいる。

特に物部川と仁淀川そして四万十川の上流域と下流域では、遺跡が形成され

る地形や時代に違いが認められる。そして中央から東においても、西とは異なる

文脈で形成されたと考えられる考古資料の存在が明らかになってきた。

このことから、それぞれの地域に見られる個性や他地域との違いを反映した

県史編さんが必要な段階になっていると言える。

２ 新たな県史の目指す方向性

新たな県史を編さんするにあたっては、県内の遺跡と出土遺物そして石造物

などの多種多様な考古資料について適切な価値付けを行い、それらが自治体や

地域の社会的資源であることを明らかにすることを念頭に、取り組みを進める。

この取り組みにより、高知県に住まう方々や高知県を愛してくれる方々に、県

とそれに内包される地域の個性的な考古資料と歴史文化に興味関心を持ってい

ただくことや、自治体や地域が地元の考古資料や歴史文化について調査研究を

継続的に行う意識の醸成とその環境の整備を期待することができる。

具体的には、資料編において現行県史の刊行以降に蓄積されてきた調査そし

て研究の成果を総括し、それらについて現時点での価値付けを図ることで、地域

の貴重な社会的資源であることを明らかにすることができる。

本編においては、資料編での総括を踏まえ、調査と研究の進展により期待され

る新たな知見と資料編を総合した解釈に基づき、新たな県史を叙述する。



第２ 編集の基本方針と目標

1 新たな『高知県史』考古編の編集方針

前項で示した現行県史の成果と課題を踏まえ、新たな高知県史では、本県の

考古資料について下記の基本方針と目標を掲げ、編さんに取り組んでいく。

（１）「考古編」の発刊

現行県史の刊行から 60 年近くが経過した現在、高速道路の延伸や高知空港

滑走路の延長などの大規模公共事業に先立つ記録保存調査と、市町村が実施

してきた記録保存調査で得られた知見は、豊富なものとなっている。そして、

考古学とそれに関連する分野の研究も蓄積されてきた。

それらの情報量は膨大ではあるが、可能な限り調査に取り組んで記録を作成

し、次の世代に引き継いでいく必要がある。

そこで、高知県の考古資料と、これまで蓄積されてきた考古資料の調査そし

て研究の成果を総括し、確実に次世代に引き継いでいくため、新たに「考古編」

（資料編３巻、本編１巻）を発刊する。

（２）地域の特色に視点をおいた編集

部会発足後の現地調査などを通して調査先や郷土史家などと交流を重ねる

なかで、地域や個人によって保存されてきた考古資料の輪郭が、徐々に明らか

になってきた。

また、部会内においては、考古資料を健全な形で次世代に伝えていくための

担い手として、引き続き自治体や地域が中心となって務めていくことが極めて

重要である、という考え方で一致している。

｢地域の特色｣は、高知県史編さん基本方針に掲げられている方針の一つで

あることから、考古編の編集を進めるにあたって、高知県の考古資料を丁寧に

叙述する総合的・包括的な視点として「地域の特色」を設定する。

（３）高知の考古資料の特色を提示し探求する

前段に掲げた「地域の特色」という視点に基づいて本県の考古資料の整理を

進め、特徴的な主題を捉えると共に、丁寧に調査を実施して、資料編と本編に

重点的に記載することとしたい。

○現時点の議論テーマ

考古資料の社会資源化、自治体や地域の体制充実など

（４）多角的な資料調査の実施

本県の考古資料の叙述にあたり、「地域の特色」を軸として特色的な主題を

記述するための調査と編集にあたり、次の視点を重要視する。

① 現行県史の刊行以来、増え続けてきた緊急調査と学術調査そして論文

などの成果は、質量ともに充実した内容になってきている。



新県史では、これまでの調査研究などで得られた資料はもちろん、個人

が大切に保管してきた資料を考古編全体の基礎資料として位置づけ、十分

に活用できるよう入念に調査を実施する。

② 継続的及び網羅的な調査を実施し、本県の考古資料の特徴が分かるよう

な掲載となるよう努める。

③ 県内の考古資料だけではなく、県外で収蔵されている資料の発掘と調査

を精力的に進めると共に、戦前の高知の郷土史家や考古学や人類学に造詣

の深かった先人達の動向を記録することで、過去を記録して未来へ引き継ぐ

意義や価値の本質を明らかにする。

２ 考古編編集の目標

以上のような編さん作業の実践と、それによって生じる諸課題の解決を図る

ことが新たな県史考古編の目標となる。その上で、以下の点に留意することとし

たい。

（１）考古編が対象とする時代は後期旧石器時代からとし、現代まで保存されて

きた考古資料についての県民の理解が、より深まるように心がける。

（２）考古部会として計画的な調査を実施し、政治・経済、産業・文化、自然・

環境の各分野から幅広い視点で資料を調査し、掲載事項や地域のバランス

にも深く配慮して、本県の先人の営みが分かる編集を目指す。

（３）網羅的な調査により、県民そして県内外の研究者に対して、高知県の考古

資料の基盤的データとして活用できるよう、資料の収集と整理そして記録

作成に努めていく。

（４）資料調査や編集を進めるなかで、できるだけ多くの県民や団体と関わりを

持ち、これまでの県内の自治体史編さんの成果に学ぶとともに、考古資料の

調査研究を担える次世代の育成を重視した編さんを行う。

第３ 刊行計画と進捗管理

（１）考古部会では、資料編第 1巻を令和 11(2029)年、第２巻を同 14(2032)年、

第３巻を同 17(2035)年に刊行する計画である。また、これに続いて、本編

(通史編)を令和 21(2039)年に刊行する。

（２）この長期にわたる刊行スケジュールは、当面の間は「資料編」３冊の刊行

が目標となる。資料編の構成や資料の採録方針、編集の円滑な進め方などを

協議しつつ、刊行計画が進むように努める。



（３）スケジュールは、考古部会の中でたえず確認しつつ、またその進捗状況を

編さん・編集委員会へ報告し、他方で編さん事務局による作業の個別管理な

どにより、遅れが生じないよう適切に管理していく。

【参考資料：現行『高知県史考古編』の項目】

序文

序章

第一章 先土器時代

第二章 繩文時代

時期の区分

第一節 高知県の繩文式土器型式編年論

一 早期繩文式土器

二 前期繩文式土器

三 中期繩文式土器

四 後期繩文式土器

五 晩期繩文式土器

第二節 洞穴の住まい－繩文時代の早期－

一 繩文早期前半の生活と文化

二 繩文早期後半の生活と文化

第三節 狩猟の生活－繩文時代の前期と中期－

一 繩文前期の生活

二 繩文中期の生活

第四節 漁撈文化の繁栄－繩文時代の後期－

一 繩文後期前半の生活と文化

二 繩文後期後半の生活と文化

第五節 採集経済の行きづまり－縄文時代の晩期－

第三章 弥生時代

時期の区分

第一節 高知県の弥生式土器の型式編年

一 前期弥生式土器

二 中期弥生式土器

三 後期弥生式土器

第二節 水稲耕作の開始－弥生時代の前期－

一 弥生前期前半の生活と文化

二 弥生前期後半の生活と文化

第三節 農耕文化の発展－弥生時代の中期－

一 弥生中期前半の生活と文化

二 弥生中期後半の生活と文化

第四節 青銅器の出現－弥生時代の後期－

一 県内発見の青銅器

二 弥生後期前半の文化と生活

三 弥生後期後半の文化と生活



第四章 古墳時代

時期の区分

第一節 高知県古墳時代土器の型式編年

一 土師器

二 須恵器

第二節 前期古墳時代－四世紀の土佐－

第三節 中期古墳時代－五世紀の土佐－

一 古墳と国造

二 生活と宗教

第四節 高知県後期古墳の編年

一 木棺墓

二 横穴石式室古墳

第五節 後期古墳時代の前半－六世紀の土佐－

一 古墳と小豪族

二 生活と用具

第六節 後期古墳時代の後半－七世紀の土佐－

一 横穴式石室古墳の盛行

二 寺院の建立

第五章 有史時代

時期の区分

第一節 奈良時代－寺院跡と火葬墓－

第二節 平安時代－手工業生産の発達－

第三節 鎌倉時代－経塚の築造－

第四節 室町時代－銭貨埋蓄の流行－



新たな高知県史【民俗編】の編集について

R6.5.20 高知県史編さん民俗部会

高知県史編さん事務局

第１ 課題と目指す方向性（編集の前提）

１ 前回県史の項目と課題

○ 前回の県史の民俗編は、オーソドックスな民俗分類に沿って高知県の民俗を

記述するほか、資料編にて民俗に関連する歴史資料の翻刻を掲載した。

『高知県史 民俗編』における項目一覧

【第一章 社会生活】 【第二章 衣食住】 【第三章 林業】

○ムラの生活 ○衣生活 ○用材生産

○講集団 ○食生活 ○製炭

○若者組 ○住居生活

○家族生活

【第四章 漁業】 【第五章 狩猟】 【第六章 神社祭礼】

○漁業形態と漁法 ○狩猟の変遷 ○神饌

○造舟とその儀礼 ○狩猟と信仰 ○頭屋とまつり

○信仰と俗信 ○収穫儀礼と信仰 ○祭礼に於ける憑坐

○河川漁業 ○猟法、解体、配分、その他

【第七章 民俗芸能】

○神楽

○花取踊り(太刀踊り)

○しし舞

○太鼓踊り

○こおどり

○盆の芸能

○伊勢踊り

○棒打ち・棒術

○ 課題

（１）扱っていない民俗の分野が多くあった

当初、前県史民俗編本編は桂井和雄氏が執筆する計画となっていたが、病気療

養のために編集作業を継続することができず、坂本正夫氏と高木啓夫氏が引き

継ぎ、昭和 49 年４月から昭和 51 年 12 月までの３年間で調査執筆を行うことと

なった。前県史民俗編は現在の民俗研究の上でも重要な先行事例を示す記述を



多く行っているが、一方、調査・編集作業に充分な時間をとることができず、基

本的な項目を一部扱えていない。

※前県史で扱っていない項目例

(文化庁文化財保護部『日本民俗資料事典』より、民俗の 11分類参考)

【生産・生業】 【交通・運輸・通信】 【交易】

↳農耕、畜産、手工等 ↳陸路と水路、 ↳行商・市・店売り、

旅行と宿泊等 交易施設等

【信仰】 【民俗知識】 【人生儀礼】

↳霊魂感、巡礼、俗信、 ↳教育、医療、暦法等 ↳産育、成人、婚姻、

妖怪、幽霊等 年祝い、葬送等

【年中行事】 【口頭伝承】

↳正月、田の神まつり、 ↳伝説、昔話、世間話、地名、民謡等

五月節分、七夕、盆、大歳等

（２）オーソドックスな民俗分類に対する再検討の必要性

前県史の刊行からおよそ 50年が経過し、県内の民俗を取り巻く環境は大きく

変化している。各地でかつて伝承されていた年中行事や祭礼、民話など、既に多

くの文化が失われている一方で、新たに生まれた民俗事象も多くある。

そうした現在の高知県の民俗を捉えるために、前県史で用いたような民俗分

類をもとにした項目立てを再検討する必要がある。

２ 新たな県史で目指す方向性

（１）高知県の風土から民俗を捉える構成

高知県の民俗の特色をより深く捉えるために、本編は県内の海岸部、平野部、

山間部などといった地理的特性ごとの文化、言い換えれば「風土」に着目した構

成とする。

（２）実地調査に基づく記述

上記の構成に従い、県内で設定した調査値にて実地調査を行う。聞き書き調査

や資料調査にて収集した最新の資料を用いて、現代の高知県の民俗を記述する

ことを目指す。

３ 新たな県史の目指す姿と進捗管理

○ 民俗学における基本的な項目にとどまらず、高知県独特の地域性を踏まえた

構成から記述を行うことで、県民の歴史文化への理解と郷土への愛着を深め

ることにつながる「高知県の民俗誌」の提示を目指す。



○ 刊行までのスケジュールは、最初の刊行となる資料編１「ことばと伝承(仮)」

に向けて実地調査や文献資料の収集を進め、３年間の編集期間を経て令和９

年度の発刊を目指す。一方で幅広い専門領域を扱う本編についても刊行計画

に基づいた編集・発刊を行えるよう、並行して調査を進めていく。

○ スケジュールは、専門部会での作業確認や編集委員会への報告、事務局によ

る作業の個別管理などにより、進捗に遅れが生じないよう適切に管理してい

く。

第２ 編集の基本的な方針

（１）基本的な民俗分類を網羅的に扱うことを目指すとともに、そこにとどまら

ず、県内の地域的な民俗の特色を理解してもらえるような構成を目指す。

（２）民俗編では新たな調査から資料を収集するのみでなく、高知県の民俗につ

いてのこれまでの先行研究を整理し、それを適切に引き継いで編集を行

う。

（３）民俗資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画して

もらい、今後の本県の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さ

んを行う。


